
      

第
五
章 

祭
礼 

・ 

行
事 
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第
一
節 

神
社 

 
人
見
神
社
（
人
見
） 

一
月 

 

✜
歳
旦
祭
（
サ
イ
タ
ン
サ
イ
）
・
初
詣 

新
年
の
行
事
と
し
て
執
り
行
う
新
年
祭
を

い
う
。
大
晦
日
の
夜
一
二
時
近
く
に
な
る
五

分
ほ
ど
前
、
社
殿
の
扉
を
一
旦
閉
め
、
一
二

時
を
合
図
に
神
官
が
大
太
鼓
を
打
ち
な
ら
し
、 

扉
が
開
か
れ
る
。
拝
殿
に
は
社
家
五
人
、
氏

子
総
代
四
人
、
獅
山
会
代
表
五
人
、
若
獅
子 

            

              
会
代
表
一
人
に
よ
り
新
年
を
迎
え
て
の
儀
式

が
執
り
行
わ
れ
る
。 

新
年
を
迎
え
る
諸
準
備
は
、
神
官
は
じ
め

五
人
の
社
家
や
氏
子
総
代
に
よ
り
注
連
縄
張

り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
で
行
わ
れ
る
。 

年
が
明
け
る
と
社
殿
の
外
で
は
、
一
年
の

感
謝
を
捧
げ
た
り
、
新
年
の
無
事
と
平
安
を

祈
願
す
る
初
詣
の
人
た
ち
で
賑
わ
う
。 

二
月 

✜
祈
年
祭
（
年
請
え
の
祭
り
） 

節
分
を
過
ぎ
た
二
二
日
、
新
し
い
年
を
迎

え
て
行
う
春
祈
祷
・
春
祭
り
を
年
請
え
の
祭

り
（
ト
シ
ゴ
エ
ノ
マ
ツ
リ
）
と
い
い
、
五
穀

豊
穣
・
無
病
息
災
・
家
内
安
全
の
祈
祷
が
行

わ
れ
る
。 

春
祭
り
に
は
、
年
請
え
の
式
典
や
直
会
が

執
り
行
わ
れ
る
。
昭
和
四
〇
年
頃
ま
で
は
幟

が
立
ち
出
店
で
賑
わ
っ
た
よ
う
だ
。 

六
月 

 

✜
大
祓
（
オ
オ
ハ
ラ
エ
・
オ
オ
バ
ラ
イ
） 

六
月
は
、
夏
越
祓
（
ナ
ゴ
シ
ノ
ハ
ラ
エ
）
。

一
二
月
に
は
、
年
越
し
の
祓
が
晦
日
に
行
わ

れ
る
。 

七
月 

 

✜
例
大
祭
（
夏
祭
り
） 

例
大
祭
は
、
昭
和
三
六
年
八
幡
製
鐵
の
進

出
で
漁
業
権
を
譲
渡
し
て
か
ら
、
中
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
奉
納
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
、
君
津
町
西
部
青
年
会
が
結
成
さ
れ
、
昭

和
四
四
年
、
九
年
ぶ
り
に
神
輿
奉
納
が
復
活

し
た
。
祭
礼
は
神
社
総
代
以
外
に
、
祭
礼
支

配
人
や
祭
世
話
人
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
特
別

歳旦祭 

初詣 
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な
組
織
を
設
け
、
そ
の
運
営
実
施
に
当
り
、

例
大
祭
に
合
わ
せ
て
御
衣
替
え
や
神
馬
奉
納

の
神
事
な
ど
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る
。 

1
、
宮
薙
（
ミ
ヤ
ナ
ギ
） 

第
一
ま
た
は
第
二
日
曜
日
、
氏
子
総
出
で

参
道
・
境
内
・
社
殿
及
び
地
域
な
ど
の
掃
除

草
刈
り
を
す
る
。
宮
薙
と
は
「
薙
ぎ
倒
す
」

の
な
ぎ
や
海
が
平
穏
な
状
態
を
「
凪
ぎ
」
と

い
う
よ
う
に
草
で
荒
れ
た
状
態
を
平
穏
な
状

態
に
し
て
神
様
の
御
神
威
を
高
め
る
た
め
に

草
刈
り
を
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
。 

2
、
神
馬
（
オ
メ
シ
）
の
結
納
式 

神
馬
奉
納
に
先
立
ち
六
月
吉
日
、
媒
酌
人 

（
獅
山
会
長
）
立
会
い
の
も
と
、
祭
礼
を
指 

         

揮
す
る
総
支
配
人
と
選
ば
れ
た
馬
の
馬
主
と

の
間
で
結
納
式
と
奉
納
式
が
執
り
行
わ
れ
る
。 

2
、
幟
立
て
（
ノ
ボ
リ
タ
テ
） 

二
〇
日
に
は
、
人
見
神
社
鳥
居
前
に
白
い

幟
が
二
本
立
つ
。 

       

3
、
御
衣
替
え
（
オ
コ
ロ
モ
ガ
エ
）
神
事 

人
見
神
社
の
祭
神
三
柱
の
お
召
し
物
を

代
々
世
襲
の
社
家
に
よ
っ
て
着
替
え
る
古
儀

で
、
旧
幕
時
代
に
は
鎮
守
か
ら
特
別
の
奉
幣

が
あ
っ
た
と
い
う
。 

神
社
に
は
古
く
か
ら
真
菰
田
と
い
う
神
田

が
あ
り
、
常
に
注
連
縄
が
張
ら
れ
「
菰
（
マ

コ
モ
）
草
」
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
七
月
七

日
、
刈
り
入
れ
が
行
わ
れ
、
刈
取
ら
れ
た
真

菰
草
は
天
日
干
し
さ
れ
る
。 

二
〇
日
早
朝
、
干
し
上
げ
た
真
菰
を
持
っ

て
人
見
神
社
に
参
上
し
神
前
に
供
え
御
衣
を

作
る
作
業
に
取
り
掛
か
る
。 

二
一
日
、
新
調
の
御
衣
（
鎧
）
は
垢
離
取

り
場
で
浄
め
ら
れ
夜
一
〇
時
頃
か
ら
拝
殿
で 

                   

神馬結納式 

刈り取った菰草（天日干し） 

御衣を専用の治具で編みあげる 御衣 
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社
家
四
家
、
祭
世
話
人
や
氏
子
総
代
の
代
表

を
交
え
て
御
衣
替
え
神
事
（
修
祓
の
儀
・
祝

詞
奏
上
・
玉
串
奉
奠
）
が
行
わ
れ
る
。 

 

こ
の
後
、
社
家
四
家
と
宮
司
が
本
殿
に
入

り
御
神
体
三
柱
の
御
衣
替
え
に
移
る
。
こ
れ

に
当
た
る
社
家
た
ち
は
紙
マ
ス
ク
に
ロ
ー
ソ

ク
の
灯
り
だ
け
の
暗
い
中
で
、
口
を
利
か
ず

厳
粛
な
う
ち
に
粛
々
と
執
り
行
う
。
こ
の
儀

式
は
代
々
受
け
継
が
れ
た
神
事
で
一
般
に
は

公
開
さ
れ
な
い
。 

4
、
庭
上
祭
（
テ
イ
ジ
ョ
ウ
サ
イ
） 

御
衣
替
え
で
取
り
替
え
た
胴
衣
や
新
し
く

作
っ
た
と
き
の
裁
ち
切
れ
を
境
内
で
燃
や
し

て
納
め
る
儀
式
で
、
参
拝
者
は
境
内
で
お
焚

き
上
げ
し
た
古
い
御
衣
の
灰
を
お
守
り
と
し

て
持
ち
帰
る
。 

5
、
垢
離
（
コ
リ
）
取
り 

神
馬
は
飾
り
付
け
を
し
て
、
大
鳥
居
の
前

に
先
導
さ
れ
、
高
橋
家
の
当
主
が
塩
花
で
道

を
浄
め
な
が
ら
小
糸
川
へ
案
内
、
川
の
水
で

神
馬
を
浄
め
鳥
居
前
ま
で
三
往
復
す
る
。
現

在
は
川
に
下
り
ら
れ
な
い
の
で
バ
ケ
ツ
に
水

を
汲
み
神
馬
の
足
に
か
け
て
浄
め
て
い
る
。 

6
、
お
振
（
ボ
）
り
登
山 

お
振
り
は
一
二
尺
、
一
二
節
の
真
竹
二
本

を
結
束
し
、
そ
の
真
ん
中
に
大
鯛
二
尾
を
腹

合
わ
せ
に
て
吊
る
し
た
も
の
で
、
若
衆
た
ち

に
よ
っ
て
大
鳥
居
前
で
ひ
と
揉
み
も
ま
れ
、

石
段
を
一
気
に
駆
け
上
が
り
社
殿
へ
向
か
う
。 

昔
は
大
和
田
か
ら
奉
納
さ
れ
た
山
鉾
（
ヤ 

            

マ
ホ
コ
）
も
若
衆
に
担
が
れ
て
ひ
と
揉
み
し

た
そ
う
だ
が
、
現
在
は
危
険
だ
と
言
う
事
で

境
内
山
頂
に
飾
ら
れ
る
だ
け
に
な
っ
た
。 

7
、
お
振
り
奉
納 

神
前
に
お
振
り
・
笛
・
太
鼓
・
神
馬
が
勢

揃
い
す
る
と
観
音
堂
の
横
で
笛
太
鼓
が
は
や

さ
れ
る
。 

お
囃
子
が
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
る
な
か
、

お
振
り
が
拝
殿
に
入
り
東
回
り
に
一
周
し
、

拝
殿
か
ら
出
る
と
同
時
に
若
衆
が
「
鈴
緒
（
ス

ズ
オ
）
」
に
よ
じ
登
り
鈴
緒
を
取
り
外
す
。
お

振
り
と
鈴
緒
を
担
い
だ
若
衆
が
社
殿
を
一
周

し
お
振
り
奉
納
が
終
わ
る
。 

       

8
、
神
馬
登
山
（
オ
メ
シ
ト
ザ
ン
） 

神
馬
に
は
直
径
一
〇
㎝
、
長
さ
一
二
尺
、

一
二
節
の
真
竹
の
鼻
竿
が
つ
け
ら
れ
、
使
徒

と
し
て
鼻
竿
持
ち
二
人
、
左
右
に
口
取
り
一

人
と
付
き
添
い
が
つ
き
神
馬
と
一
体
と
な
っ

て
石
段
を
駆
け
上
る
祭
礼
の
見
せ
場
で
あ
る
。 

9
、
神
馬
奉
納
（
オ
メ
シ
ホ
ウ
ノ
ウ
） 

お振り登山 

鈴緒はずし 
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お
振
り
と
鈴
緒
の
儀
式
が
終
わ
る
と
神
馬

を
拝
殿
に
躍
り
こ
ま
せ
、
東
回
り
に
三
回
誘

導
し
豊
作
祈
願
す
る
。
一
二
尺
の
鼻
竿
を
付

け
た
神
馬
を
拝
殿
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
回
し
、 

外
に
誘
導
す
る
の
が
出
し
手
の
腕
の
見
せ
所

で
、
神
馬
が
滞
り
な
く
拝
殿
を
回
る
と
、
そ

の
年
は
豊
作
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

拝
殿
を
出
た
神
馬
は
社
殿
の
周
囲
を
回
っ 

て
神
馬
の
繋
ぎ
場
に
繋
が
れ
宮
司
か
ら
馬
主 

                       

へ
授
け
ら
れ
た
御
幣
が
鞍
に
安
置
さ
れ
る
。 

奉
幣
の
儀
が
終
わ
る
と
祭
り
の
関
係
者
に

よ
り
手
打
ち
式
が
行
わ
れ
神
馬
は
下
山
す
る
。 

10
、
神
輿
御
霊
（
ミ
コ
シ
ミ
タ
マ
）
入
れ 

人
見
神
社
に
は
三
柱
の
神
が
祀
ら
れ
て
い 

             

る
。
祭
礼
日
は
一
柱
が
神
馬
に
、
一
柱
が
お

神
輿
に
遷
さ
れ
氏
子
回
り
を
す
る
。
残
る
一

柱
は
社
殿
に
あ
っ
て
参
詣
人
を
受
け
入
れ
る

と
い
わ
れ
る
。
境
内
で
一
連
の
儀
式
が
終
わ

る
と
、
神
社
表
門
の
大
鳥
居
前
広
場
で
紅
白

神馬登山 

御幣をつけた神馬 神馬奉納（豊作祈願） 

神輿へ御霊入の儀 



115 
 

の
餅
な
げ
が
行
わ
れ
賑
わ
う
。 

そ
の
後
、
お
神
輿
は
石
段
を
担
ぎ
上
げ
ら

れ
大
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
と
こ
ろ
で
社
家
か
ら

総
支
配
人
に
御
霊
が
渡
さ
れ
お
神
輿
に
捧
げ

ら
れ
る
。
御
霊
を
頂
い
た
お
神
輿
は
鳥
居
前

広
場
で
揉
ま
れ
、
祭
り
は
最
高
潮
に
達
す
る
。 

11
、
神
輿
渡
御
（
ミ
コ
シ
ト
ギ
ョ
） 

鳥
居
前
広
場
で
お
神
輿
が
担
ぎ
手
に
よ
り

揉
ま
れ
た
あ
と
、
お
神
輿
は
小
糸
川
を
渡
り

橋
向
地
区
へ
渡
御
す
る
。
お
囃
子
の
山
車
と 

             

子
供
お
神
輿
が
後
に
続
き
に
ぎ
や
か
に
練
り

歩
く
。 

              

12
、
お
浜
出
の
儀
式 

お
神
輿
は
橋
向
地
区
を
出
発
し
人
見
橋
を

渡
り
厄
神
様
へ
向
か
う
。
一
方
、
神
馬
は
裏

坂
口
か
ら
国
道
を
横
切
り
厄
神
様
へ
向
か
う
。 

先
着
し
て
い
る
山
車
の
笛
や
太
鼓
の
お
囃

子
で
賑
わ
う
中
、
赤
い
幟
が
立
て
ら
れ
た
厄

神
社
前
の
広
場
に
お
神
輿
が
到
着
し
て
ひ
と

揉
み
し
た
後
、
中
央
の
場
所
に
安
置
さ
れ
る

と
一
二
尺
の
鼻
竿
を
付
け
た
神
馬
が
鼻
竿
持

ち
に
導
か
れ
、
左
右
の
口
取
り
と
付
添
人
が

神
馬
と
一
体
で
お
神
輿
の
周
り
を
三
回
ま
わ

り
奉
納
す
る
。 

             

お
浜
出
式
は
浜
に
関
係
し
た
儀
式
で
浜
の

大
漁
・
豊
漁
や
安
全
を
祈
願
し
た
と
い
う
。 

獅
山
会
長
・
氏
子
総
代
・
祭
支
配
人
・
地

元
自
治
会
長
や
議
員
な
ど
列
席
の
中
、
宮
司 

の
祝
詞
奏
上
か
ら
始
ま
り
玉
串
奉
奠
を
行
う
。 

お浜出の儀式 

神輿渡御（神門地区） 

神輿御霊入後大鳥居前で揉む 
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こ
の
時
、
社
家
四
家
が
奉
仕
す
る
「
ヤ
エ 

              

ナ
リ
」
の
入
っ
た
強
飯
に
ナ
ス
と
キ
ュ
ウ
リ

の
料
理
を
添
え
た
「
ヤ
エ
ナ
リ
の
強
飯
」
が

お
神
輿
の
御
霊
の
前
に
供
え
ら
れ
る
。
ヤ
エ

ナ
リ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
例
大

祭
が
真
夏
の
暑
い
時
期
だ
っ
た
こ
と
や
悪
病

祓
い
（
厄
祓
い
、
お
祓
い
）
の
意
味
も
あ
り

サ
サ
ギ
で
は
な
く
熱
病
や
暑
気
に
強
い
ヤ
エ

ナ
リ
を
用
い
た
。 

13
、
御
霊
返
し 

お
浜
出
の
儀
式
が
終
了
す
る
と
、
神
馬
の

御
幣
は
裏
坂
下
で
出
し
手
が
納
め
、
馬
主
が

背
負
っ
て
裏
坂
か
ら
人
見
神
社
に
登
る
。
馬

主
か
ら
返
さ
れ
た 

御
幣
と
お
神
輿
の 

御
霊
は
総
支
配
人 

が
取
り
外
し
て
社 

家
へ
、
社
家
か
ら 

社
頭
へ
納
め
ら
れ 

る
。
宮
司
に
よ
っ 

て
還
御
祭
を
執
行 

し
、
神
馬
の
御
幣 

は
宮
司
が
改
め
て 

馬
主
へ
与
え
る
。 

一
方
、
お
神
輿 

は
神
門
～
大
和
田 

社
宅
～
大
和
田
～ 

人
見
を
渡
御
し
五 

時
過
ぎ
に
は
青
蓮 

寺
前
に
到
着
す
る
。
そ
こ
で
は
祭
り
の
終
わ

り
を
惜
し
む
よ
う
に
お
神
輿
が
揉
み
に
揉
ま

れ
最
高
潮
と
な
り
、
よ
う
や
く
青
蓮
寺
境
内

の
神
輿
堂
へ
納
め
る
。 

一
一
月 

 

✜
七
五
三
詣 

              

我
が
子
の
無
事
な
成
長
へ
の
感
謝
と
さ
ら

な
る
健
や
か
な
成
長
を
願
う
親
子
連
れ
が
お

参
り
に
詣
で
る
。
男
の
子
は
三
歳
と
五
歳
、

女
の
子
は
三
歳
と
七
歳
で
祝
う
。 

人
見
神
社
で
は
、
五
歳
の
男
児
が
碁
盤
の

上
に
乗
り
元
気
に
飛
び
降
り
る
「
碁
盤
の
儀
」

玉串奉奠・御供え（ヤエナリ） 

神馬御霊返し 還御祭 

 

祝七五三詣  人見神社 



117 
 

が
行
わ
れ
る
。 

✜
秋
祭
り 

一
一
月
二
二
日
は
「
献
穀
祭
」
と
か
「
仏

聖
祭
（
ブ
ッ
シ
ョ
ウ
マ
チ
）
」
と
も
言
わ
れ
、

秋
の
収
穫
感
謝
の
祭
り
で
あ
る
。 

 

厄
神
社
（
神
門
） 

一
〇
月 

✜
秋
祭
り
（
二
三
～
二
四
日
） 

毎
年
、
浜
川
神
社
本
社
の
宮
司
に
よ
り
神

事
が
執
り
行
な
わ
れ
る
。
厄
神
社
前
に
は
「
厄

神
社
御
宝
前 

神
門
講
社
」
と
書
か
れ
た
大 

           

き
な
幟
が
二
本
立
つ
。
境
内
に
は
「
厄
神
社
」

と
墨
書
き
さ
れ
た
紅
白
の
提
灯
が
吊
り
下
げ

ら
れ
、
霊
亀
大
神
、
古
峯
神
社
の
脇
に
も
赤

い
旗
が
揚
が
る
。
前
日
に
は
社
前
の
広
場
や

道
路
の
両
側
に
、
そ
の
時
代
を
比
喩
す
る
川

柳
入
り
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
地
口
行
燈

（
ジ
グ
チ
ア
ン
ド
ン
）
が
た
て
ら
れ
る
。 

             

二
四
日
は
、
神
社
境
内
に
古
峯
様
が
祀
ら

れ
、
神
門
地
区
の
講
員
に
よ
り
古
峯
神
社
の

ご
祈
祷
が
執
り
行
わ
れ
る
。 

    

人
見
地
区
は
毎
年
五
月
、
第
三
日
曜
日
頃 

に
一
年
交
代
で
浜
川
神
社
（
東
京
鈴
ヶ
森
）

と
古
峯
神
社
（
栃
木
県
）
に
参
拝
す
る
。 

       

古
峯
神
社
（
人
見
） 

一
月 

✜
初
祈
祷 

世
話
人
、
関
係
者
に
よ
り
新
年
の
厄
除
け

と
防
火
の
祈
祷
が
行
わ
れ
る
。 

一
〇
月 

✜
秋
祭
り 

二
三
日
、
人
見
・
神
門
の
講
員
た
ち
に
よ

り
厄
神
様
と
古
峰
神
社
の
お
祭
が
一
緒
に
執 

浜川神社宮司によるご祈祷 

地口行燈 
古峯神社石碑 

霊亀大神付近に下がる提灯 
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り
行
わ
れ
て
い
る
。 

人
見
神
社
の
大
鳥
居
左
脇
に
赤
い
小
さ
な

鳥
居
が
あ
る
。
こ
の
奥
に
あ
る
古
峯
神
社
の

小
祠
に
お
供
物
を
供
え
お
祀
り
す
る
。
厄
神

社
境
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
古
峯
神
社
は
、
二

三
日
の
厄
神
社
の
お
祭
り
と
共
に
神
社
世
話

人
に
よ
り
お
祀
り
を
す
る
。 

 

御
嶽
神
社
（
神
門
） 

三
月 

✜
春
の
大
祭
（
湯
立
て
神
事
） 

 

毎
年
一
四
日
、
神
社
の
境
内
で
湯
立
て
が

行
わ
れ
て
い
る
。
正
式
名
称
は
盟
神
探
湯
（
ク

カ
タ
チ
・
ク
ガ
タ
チ
）
式
で
修
行
者
が
執
り

行
う
神
事
。
こ
の
儀
式
は
開
山
以
来
絶
え
る

こ
と
な
く
代
々
の
先
達
に
引
き
継
が
れ
て
き

た
。
さ
ら
に
神
習
教
で
授
か
っ
た
方
法
や
行

者
が
独
自
で
習
得
し
た
儀
式
も
取
り
入
れ
継

承
し
て
い
る
。 

社
殿
前
で
修
祓
奏
上
後
、
火
打
石
の
切
火

で
参
列
者
や
神
前
に
供
え
る
神
饌
・
玉
串
な

ど
に
纏
う
罪
穢
れ
を
燃
や
し
き
る
「
火
打
ち
」

と
、
供
え
物
な
ど
に
纏
う
罪
穢
れ
を
巻
き
取

る
「
金
木
（
カ
ネ
キ
）
」
で
八
方
を
祓
う
儀
式

が
執
り
行
わ
れ
る
。 

神
事
は
、
注
連
縄
を
張
っ
た
青
竹
と
大
釜

の
四
隅
が
盛
塩
で
清
め
ら
れ
、
中
央
に
据
え 

        

た
大
釜
で
沸
騰
さ
せ
た
お
湯
を
行
者
が
体
に

浴
び
る
荒
行
で
あ
る
。 

こ
の
神
事
に
参
加
し
た
信
者
た
ち
は
残
り

の
薪
や
炭
、
笹
や
シ
メ
を
持
ち
帰
り
、
門
柱

や
軒
下
に
吊
る
し
て
火
難
防
除
や
家
内
安
全

の
守
り
と
し
て
い
る
。 

※
日
枝
神
社
や
坂
田
八
幡
神
社
で
行
わ
れ
る

「
湯
立
て
」「
湯
の
花
」
は
、
ど
ん
ど
焼
き
的

色
彩
の
濃
い
神
事
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

六
月 

✜
夏
越
（
ナ
ゴ
シ
）
の
大
祓 

茅
の
輪
（
チ
ノ
ワ
：
茅
草
（
ボ
ウ
ソ
ウ
）

で
作
ら
れ
た
大
き
な
輪
）
は
、
正
月
か
ら
六

月
ま
で
の
半
年
間
の
罪
穢
（
ツ
ミ
ケ
ガ
レ
）

を
祓
う
夏
越
の
大
祓
（
オ
オ
ハ
ラ
エ
）
に
使

用
さ
れ
、
こ
れ
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
り
疫
病

や
罪
穢
が
祓
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

茅
の
輪
の
起
源
は
、
善
行
を
し
た
蘇
民
将

来
（
ソ
ミ
ン
シ
ョ
ウ
ラ
イ
）
が
武
塔
神
（
ム

ト
ウ
ノ
カ
ミ
）
素
盞
鳴
尊
（
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ 

コ
ト
）
か
ら
「
も
し
も
疫
病
が
流
行
し
た
ら
、 

茅
の
輪
を
腰
に
つ
け
る
と
免
れ
る
」
と
い
わ 

れ
そ
の
と
お
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
疫
病
か
ら 

人見青年館 厄神様・古峯神社合同祭礼 

湯立て神事 （盟神探湯式） 
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免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
故
事
に
基
づ

く
。
く
ぐ
り
方
は
〝
水
無
月
の
夏
越
の
祓
す

る
人
は
ち
と
せ
の
命
の
ぶ
と
い
う
な
り
〟
と

い
う
古
歌
を
唱
え
つ
つ
、
左
ま
わ
り
・
右
ま

わ
り
・
左
ま
わ
り
と
、
八
の
宇
を
描
く
よ
う

に
三
度
く
ぐ
り
抜
け
る
と
心
身
と
も
に
清
ら

か
に
な
っ
て
、
あ
と
の
半
年
間
を
新
た
な
気

持
ち
で
迎
え
ら
れ
る
と
い
う
。 

（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』
校
注
） 

三
〇
日
、
御
嶽
神
社
で
は
故
事
に
倣
い
、

境
内
に
作
ら
れ
た
茅
草
の
大
き
な
輪
を
信
者

が
左
回
り
・
右
回
り
と
八
の
字
に
三
回
く
ぐ

り
抜
け
て
、
穢
れ
を
祓
い
神
社
に
お
参
り
す

る
。
こ
の
祭
礼
は
、
神
門
御
嶽
神
社
講
社
長

の
守
吉
男
が
は
じ
め
た
。 

一
二
月 

 

✜
星
祭
り 

二
二
日
、
家
族
の
持
つ
十
二
支
歳
を
拝
む

行
事
で
、
毎
年
冬
至
の
日
に
執
り
行
わ
れ
て

い
た
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
九
曜
の
星

を
祭
り
、
善
星
皆
来
・
悪
星
退
散
と
招
福
を

祈
る
行
事
で
「
吉
凶
（
禍
福
）
は
糾
（
ア
ザ

ナ
）
え
る
縄
の
如
し
」
の
所
以
で
あ
る
。 

近
年
、
星
供
（
ホ
シ
ク
）
を
詳
し
く
理
解

し
て
い
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
で
宿
は

次
第
に
集
ま
り
の
場
に
変
わ
っ
た
。 

 

大
宮
神
社
（
人
見
） 

一
〇
月 

✜
秋
祭
り 

一
七
日
は
、
大
宮
様
の
祭
礼
。
久
保
の
大

宮
神
社
と
同
じ
日
に
、
旧
日
ノ
出
町
の
人
た

ち
が
赤
飯
を
供
え
て
お
祝
い
す
る
。 

お
詣
り
し
た
時
、
先
に
お
詣
り
し
た
人
の

赤
飯
を
お
返
し
と
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う

習
わ
し
が
あ
る
そ
う
だ
。 

 

日
枝
神
社
（
大
和
田
） 

一
月 

 

✜
湯
の
花
神
事 

昔
は
「
湯
浴
び
」
と
呼
び
、
旧
日
枝
神
社

で
五
穀
豊
穣
、
大
和
田
浦
で
豊
漁
祈
願
を
行

っ
て
い
た
。 

湯
の
花
神
事
は
、
四
隅
に
青
竹
を
立
て
注

連
縄
を
張
り
巡
ら
し
た
中
央
に
大
釜
を
据
え
、

沸
騰
し
た
湯
の
中
に
束
ね
た
熊
笹
の
葉
を
く

ぐ
ら
せ
た
あ
と
四
方
八
方
に
撒
き
浄
め
る
。 

終
わ
っ
た
後
、
参
列
者
は
神
事
に
使
っ
た
笹
、 

焚
い
た
後
の
炭
や
薪
な
ど
持
ち
帰
っ
て
自
宅 

        

湯の花神事 

茅の輪くぐり 
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の
門
柱
や
軒
下
に
吊
る
し
て
家
内
安
全
の
守

り
と
し
た
。 

日
枝
神
社
も
春
を
迎
え
る
た
め
の
火
祭
り

行
事
「
ど
ん
ど
焼
き
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味

が
あ
り
正
月
飾
り
の
お
炊
き
上
げ
を
す
る
。 

 

坂
田
八
幡
神
社
（
坂
田
） 

一
月 

✜
初
詣 

大
晦
日
の
夜
は
、
神
社
境
内
に
年
越
し
の 

             

        

参
拝
に
訪
れ
る
善
男
善
女
を
迎
え
る
た
め
、 

鳥
居
か
ら
神
社
に
上
る
石
段
付
近
や
境
内
に 

篝
火
が
焚
か
れ
参
道
を
明
る
く
照
ら
す
。 

社
殿
前
に
大
勢
の
初
詣
の
人
が
並
び
年
明 

け
と
同
時
に
お
詣
り
が
始
ま
る
。
社
務
所
に 

は
絵
馬
・
破
魔
矢
・
お
札
な
ど
が
並
び
、
境 

内
で
は
お
神
酒
と
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

二
月 

✜
節
分
祭 

三
日
、
坂
田
八
幡
神
社
の
境
内
で
節
分
祭

が
行
わ
れ
る
。
節
分
と
は
季
節
を
分
け
る
と

い
う
意
味
が
あ
り
、
立
春
の
前
日
に
豆
を
ま

い
て
邪
気
を
祓
い
一
年
間
の
厄
除
け
・
無
病

息
災
を
願
う
。 

坂
田
八
幡
神
社
で
は
神
事
が
執
り
行
わ
れ 

        
  

    

た
後
、
紅
白
の
幕
を
張
り
巡
ら
し
た
舞
台
の

上
か
ら
福
豆
・
福
餅
・
お
菓
子
な
ど
が
撒
か

れ
子
供
か
ら
大
人
ま
で
先
を
競
っ
て
福
を
拾

う
。
そ
し
て
こ
の
日
は
、
し
め
飾
り
や
お
守

り
札
な
ど
を
納
め
る
。
こ
の
節
分
祭
は
、
平

成
に
入
っ
て
始
ま
っ
た
比
較
的
新
し
い
行
事

で
あ
る
。 

✜
春
の
祈
年
祭 

一
五
日
、
新
年
を
迎
え
新
た
に
五
穀
豊
穣
・ 

大晦日 幻想的な境内の夜景 

初詣風景 

節分祭 
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無
病
息
災
・
家
運
隆
盛
を
祈
願
す
る
祭
事
で
、

春
祭
り
と
も
言
う
。
式
典
後
は
境
内
で
伝
統

の
「
湯
の
花
神
事
」
が
行
わ
れ
る
。 

境
内
の
一
角
の
四
方
に
青
竹
で
支
え
ら
れ 

た
注
連
縄
が
張
り
巡
ら
さ
れ
る
。
そ
の
中
央 

に
大
釜
が
据
え
ら
れ
大
釜
の
湯
が
ぐ
ら
ぐ
ら

沸
騰
し
た
状
態
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
宮
司
が

青
竹
二
本
を
束
ね
た
棒
で
釜
の
湯
を
混
ぜ
、

熊
笹
の
束
で
湯
花
を
前
後
左
右
に
撒
き
境
内

を
浄
め
神
社
役
員
、
氏
子
ら
も
浄
め
ら
れ
る
。 

九
月 

✜
さ
か
だ
の
祭
り
（
坂
田
） 

さ
か
だ
の
祭
り
は
九
月
半
ば
過
ぎ
の
日
曜

日
に
行
わ
れ
、
氏
子
・
神
社
関
係
者
が
祭
礼

の
数
日
前
か
ら
神
社
内
外
の
宮
薙
を
す
る
。 

1
、
宵
ま
ち 

祭
り
前
夜
、
子
供
達
を
車
に
乗
せ
た
お
囃

子
が
町
内
を
二
度
ほ
ど
回
り
笛
や
太
鼓
で
祭

り
気
分
を
盛
り
あ
げ
る
。 

2
、
幟
立
て 

早
朝
、
八
幡
神
社
一
の
鳥
居
に
幟
が
立
つ
。 

      

3
、
注
連
縄
作
り 

鳥
居
に
つ
け
る
大
注
連
縄
を
作
る
グ
ル
ー

プ
と
注
連
縄
に
つ
け
る
房
を
作
る
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
作
業
す
る
。
大
注
連
縄
の
縄
の

数
は
、
一
の
鳥
居
五
四
本
、
二
の
鳥
居
四
八

本
、
三
の
鳥
居
四
二
本
。
三
本
の
綱
を
二
台

の
「
じ
ゅ
っ
ち
ょ
う
」
で
「
よ
り
」
を
か
け
、

よ
り
の
か
か
っ
た
綱
を
「
お
さ
」
で
一
本
に

ま
と
め
る
。「
じ
ゅ
っ
ち
ょ
う
」
は
、
昔
、
漁 

        
 

     

業
で
太
綱
を
作
る
と
き
に
使
わ
れ
た
道
具
。

二
台
一
組
で
使
用
し
、
一
台
は
杭
を
打
っ
て

固
定
、
も
う
一
台
は
車
が
つ
い
て
い
て
「
よ

り
」
が
か
か
る
と
前
に
移
動
す
る
。
「
お
さ
」

は
魔
法
使
い
の
手
の
様
で
、
見
る
見
る
う
ち

２台の「じゅっちょう」で大注連縄作り 

「おさ」 

湯の花神事 
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に
「
太
注
連
縄
」
が
出
来
上
が
り
、
皆
さ
ん

の
息
の
合
っ
た
掛
け
声
と
手
際
の
良
さ
に
拍

手
喝
采
、
賑
や
か
だ
。 

小
さ
い
注
連
縄
は
宇
和
手
宅
の
庭
で
藁
を 

             
 「

な
う
」
。
こ
れ
は
手
作
業
で
コ
ツ
が
あ
る
。

昔
取
っ
た
杵
柄
で
熟
練
者
が
新
人
に
手
ほ
ど

き
を
し
な
が
ら
作
業
が
進
む
。 

し
め
縄
づ
く
り
は
昔
か
ら
こ
の
よ
う
に
し 

て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
小
さ
い
注
連
は
束
ね 

て
房
に
し
、
御
幣
と
と
も
に
大
注
連
縄
に
取

り
付
け
ら
れ
、
出
来
上
が
っ
た
大
注
連
縄
は

一
の
鳥
居
・
二
の
鳥
居
・
三
の
鳥
居
の
順
に

鳥
居
に
取
り
付
け
ら
れ
る
。 

         
  

   

4
、
お
振
り
奉
納 

祭
礼
は
午
前
九
時
か
ら
式
典
が
執
り
行
わ

れ
る
。
神
社
下
の
神
輿
堂
前
で
は
お
振
り
が

若
衆
に
担
が
れ
、
一
揉
み
し
て
一
気
に
石
段

を
駆
け
上
が
り
拝
殿
に
投
げ
込
ま
れ
る
。 

お
振
り
は
一
二
尺
、
一
二
節
の
真
竹
に
鯛

二
尾
を
腹
合
わ
せ
に
吊
る
し
た
も
の
で
海
上

安
全
と
豊
漁
を
祈
願
す
る
意
味
が
あ
る
。 

5
、
入
魂
の
儀
（
御
霊
入
れ
） 

お
振
り
奉
納
が
終
わ
る
と
弊
殿
で
宮
司
よ

り
氏
子
会
会
長
へ
御
霊
が
奉
遷
さ
れ
る
。
絹

垣
（
キ
ン
ガ
イ
）
に
覆
わ
れ
た
御
霊
は
宮
司

を
先
頭
に
し
ず
し
ず
と
石
段
を
下
り
、
神
輿

堂
の
前
に
置
か
れ
た
お
神
輿
の
前
ま
で
進
む
。

一
同
勢
揃
い
し
た
な
か
、
氏
子
会
会
長
の
手

に
よ
り
お
神
輿
に
御
霊
入
れ
さ
れ
厳
か
に
儀

式
が
終
わ
る
。 

           

「お振り奉納」 

二の鳥居に大注縄を取り付ける 

手作業で藁を「なう」 
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6
、
神
輿
渡
御 

 
             

神
事
の
全
て
が
終
わ
る
と
花
火
の
合
図
で

山
車
と
共
に
神
輿
渡
御
と
な
る
。 

八
幡
神
社
を
出
た
お
神
輿
は
途
中
休
憩
を

と
り
な
が
ら
、
坂
田
記
念
館
～
協
立
工
業
前

～
秋
香
園
付
近
で
折
り
返
し
千
成
の
順
に
渡

御
し
て
い
く
。
五
竜
公
園
に
着
い
た
と
こ
ろ

で
休
憩
と
な
り
毎
年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
る
。 

そ
の
後
、
堺
田
公
園
を
経
て
西
坂
田
付
近

を
巡
り
、
夕
方
四

時
ご
ろ
八
幡
神
社

前
に
帰
っ
て
く
る
。 

7
、
宮
入
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
社
の
前
に
お

神
輿
が
戻
っ
て
来

る
頃
に
は
大
勢
の

人
が
集
ま
っ
て
き

て
祭
り
は
最
高
潮

に
達
す
る
。 

揉
み
に
揉
ま
れ 

 

た
お
神
輿
は
よ
う

や
く
鳥
居
前
に
来
て
、
最
後
の
揉
み
合
い
が 

        
  

神輿渡御 

御霊入れ 絹垣で覆われた御霊 

平成 26 年イベント「つくしのもりたいこ」 
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始
ま
る
。
宮
入
り
を
拒
む
よ
う
に
「
い
き
つ
、

も
ど
り
つ
」
再
度
揉
ま
れ
る
。
お
神
輿
が
鳥

居
を
く
ぐ
る
と
同
時
に
宮
入
り
を
知
ら
せ
る

花
火
が
上
が
り
神
輿
渡
御
は
終
了
す
る
。 

8
、
御
霊
遷
し 

宮
入
し
た
お
神
輿
は
御
霊
遷
し
の
儀
式
と

な
る
。
お
神
輿
は
絹
垣
に
覆
わ
れ
る
と
、
氏

子
会
会
長
の
手
に
よ
り
御
霊
が
取
り
出
さ
れ
、

絹
垣
に
覆
わ
れ
た
ま
ま
宮
司
の
先
導
に
よ
り

石
段
を
上
り
拝
殿
に
入
る
。
御
霊
遷
し
が
済 

      
      

 

ん
だ
お
神
輿
は
神
輿
庫
に
納
め
ら
れ
、
境
内

で
紅
白
の
餅
撒
き
が
行
わ
れ
直
会
に
な
る
。 

翌
朝
、
幟
か
え
し
と
道
具
じ
ま
い
を
執
り

行
い
「
さ
か
た
の
祭
り
」
は
終
わ
る
。 

一
一
月 

✜
秋
祭
り
（
新
嘗
祭
・
皇
大
神
宮
祭
） 

一
五
日
、
午
前
九
時
よ
り
新
嘗
祭
・
皇
大

神
宮
式
典
・
湯
の
花
神
事
が
行
わ
れ
る
。 

新
嘗
祭
は
民
間
儀
礼
と
宮
廷
儀
礼
が
あ
る
。

民
間
は
、
新
穀
を
神
々
に
供
え
、
神
々
が
新

嘗
を
す
る
こ
と
に
よ
り
巡
幸
を
願
う
祭
り
で

収
穫
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

地
域
の
安
泰
・
五
穀
豊
穣
に
感
謝
し
家
内 

         
 

安
全
・
商
売
繁
盛
・
交
通
安
全
な
ど
を
祈
願

す
る
行
事
で
献
穀
米
の
受
付
が
あ
る
。 

皇
大
神
宮
前
で
皇
大
神
宮
式
典
が
執
り
行

わ
れ
、
境
内
で
は
春
祭
り
の
時
と
同
じ
よ
う 

に
湯
の
花
神
事
が
行
わ
れ
る
。 

✜
七
五
三
祝
祈
願 

弊
殿
で
は
宮
司
に
よ
る
七
五
三
祝
・
子
育

の
祈
祷
が
執
り
行
わ
れ
、
子
供
の
健
や
か
な

成
長
を
願
う
親
子
連
れ
が
詣
で
る
。 

        

✍
御
開
帳
・
御
開
扉 

御
開
帳
（
ゴ
カ
イ
チ
ョ
ウ
）
は
、
厨
子
の
帳

（
ト
バ
リ
）
を
開
け
る
こ
と
。
御
開
扉
（
ゴ

カ
イ
ヒ
）
は
、
厨
子
の
扉
を
開
け
る
こ
と
。

青
蓮
寺
は
御
開
帳
。
長
福
寺
は
御
開
扉
と
書

い
て
ゴ
カ
イ
チ
ョ
ウ
と
読
む
。 

恒例の「紅白餅まき」 

秋祭り（皇大神宮祭） 

七五三参拝 
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第
二
節 

寺
院 

 
 

青
蓮
寺
（
人
見
） 

一
月 

 

✜
寺
年
頭 

元
旦
の
午
前
中
、
檀
家
の
人
達
が
お
寺
に 

お
年
賀
の
ご
挨
拶
に
行
く
。 

四
月 

✜
御
影
供
会
（
ミ
エ
ク
エ
・
ミ
エ
イ
ク
エ
） 

平
成
二
七
年
四
月
二
一
日
、
近
隣
の
真
言

宗
各
派
八
ヶ
寺
（
智
山
派
真
福
寺
・
智
山
派

福
恩
寺
・
智
山
派
大
福
寺
・
智
山
派
東
福
寺 

        

・
豊
山
派
青
蓮
寺
・
豊
山
派
観
蔵
寺
・
豊
山

派
竜
善
寺
・
豊
山
派
附
属
寺
）
の
住
職
に
よ

り
、
富
津
市
小
久
保
真
福
寺
で
御
影
供
会
が

執
り
行
わ
れ
た
。 

八
月 

✜
お
盆
・
施
餓
鬼
（
セ
ガ
キ
） 

お
盆
は
、
正
式
に
は
盂
蘭
盆
会
（
ウ
ラ
ボ

ン
エ
）
と
い
う
。
盂
蘭
盆
と
は
、
古
い
イ
ン

ド
の
言
葉
「
ウ
ラ
バ
ン
ナ
」
の
音
訳
で
「
逆

さ
ま
に
吊
る
さ
れ
た
よ
う
な
苦
し
み
（
地
獄

の
苦
し
み
）
」
と
い
う
意
味
。
こ
の
地
獄
の
苦

し
み
を
受
け
て
い
る
人
々
に
対
し
て
、
こ
の

世
か
ら
供
養
す
る
こ
と
の
功
徳
に
よ
っ
て
、

そ
の
苦
し
み
を
救
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
営
ま
れ
る
。 

 

施
餓
鬼
は
、
お
盆
の
頃
に
行
わ
れ
る
仏
事

で
、
餓
鬼
（
飢
え
て
苦
し
み
に
落
ち
た
精
霊
）

だ
け
で
な
く
三
界
万
霊
（
こ
の
世
に
存
在
す

る
あ
ら
ゆ
る
精
霊
）
や
無
縁
仏
に
施
し
を
す

る
供
養
。
施
餓
鬼
会
は
、
施
餓
鬼
棚
が
作
ら

れ
「
み
ず
の
こ
（
上
段
に
ご
飯
、
中
央
の
飯

台
に
蓮
の
葉
が
敷
か
れ
、
中
央
右
に
細
の
目

に
切
っ
た
茄
子
の
あ
ら
れ
な
ど
）
」
が
お
供
え

さ
れ
る
。 

作
法
は
、
先
ず
焼
香
し
て
ご
飯
を
取
り
、

そ
の
上
に
茄
子
の
あ
ら
れ
を
の
せ
て
、
ミ
ソ 

       

ハ
ギ
で
水
を
つ
け
、
蓮
の
葉
が
敷
か
れ
た
中

央
の
飯
台
に
ご
飯
・
茄
子
を
入
れ
ミ
ソ
ハ
ギ

で
水
を
か
け
る
。
盆
が
過
ぎ
た
日
に
多
く
の

檀
家
が
参
列
し
て
行
わ
れ
る
。 

九
月 

 

✜
近
江
屋
甚
兵
衛
供
養 

       

近
江
屋
甚
兵
衛
の
墓
は
明
治
四
四
年
三
月
、

前
畑
よ
り
青
蓮
寺
に
改
葬
さ
れ
た
。
毎
年
一

二
日
、
漁
業
組
合
世
話
人
に
よ
り
顕
彰
会
が 施餓鬼棚 

富津市小久保真福寺（平成 27 年） 

近江屋甚兵衛供養（明治 44 年） 
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行
な
わ
れ
て
き
た
。
漁
業
組
合
解
散
後
は
青

蓮
寺
檀
家
総
代
が
引
き
継
ぎ
法
要
を
営
ん
で

い
る
。 

十
二
月 

 

✜
除
夜
の
鐘
（
年
越
し
御
護
摩
） 

除
夜
と
は
「
旧
年
を
除
く
夜
」
と
い
う
意

味
で
、
深
夜
零
時
を
挟
む
時
間
帯
に
煩
悩
を

除
く
思
い
を
込
め
て
寺
院
の
梵
鐘
を
一
〇
八

撞
く
。
毎
年
、
大
晦
日
に
は
檀
家
の
方
々
の

お
世
話
で
境
内
に
篝
火
が
焚
か
れ
、
檀
家
や 

             

参
拝
者
が
鐘
を
つ
い
て
煩
悩
を
祓
っ
た
後
、

人
見
神
社
に
詣
で
て
新
た
な
気
持
で
新
年
を

迎
え
る
。 

✜
そ
の
他
（
御
開
帳
） 

御
開
帳
は
、
昔
、
娯
楽
が
少
な
か
っ
た
時

代
に
信
仰
と
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
て
始

ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

君
津
周
辺
で
は
観
音
様
の
御
開
帳
が
通
称

牛
観
音
と
い
わ
れ
丑
年
に
開
催
さ
れ
、
そ
の 

中
間
六
年
目
ご
と
に
中
開
帳
も
実
施
さ
れ
て

い
る
。
近
隣
の
観
音
霊
場
札
所
は
、
小
糸
作 

            

礼
と
呼
び
札
所
ご
と
に
番
号
が
つ
い
て
い
る
。

青
蓮
寺
は
一
番
札
所
で
、
御
開
帳
の
時
は
触

れ
元
と
な
り
開
催
日
時
な
ど
を
各
札
所
に
知

ら
せ
る
。 

お
寺
の
参
道
や
境
内
に
は
南
無
観
世
音
菩

薩
と
書
か
れ
た
御
開
帳
の
赤
い
旗
が
立
て
ら

れ
、
風
に
た
な
び
き
荘
厳
な
雰
囲
気
が
漂
う
。 

本
堂
に
は
御
本
尊
様
が
御
開
帳
さ
れ
、
お 

手
に
善
の
糸
が
結
ば
れ
、
そ
の
先
は
本
堂
前 

              

除夜の鐘 

御開帳 （平成 20 年） 

回向柱 十一面観世音 
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の
回
向
柱
に
結
ば
れ
て
い
る
。
回
向
柱
は
供

養
塔
婆
と
同
じ
で
御
開
帳
が
終
わ
る
と
寺
に

納
め
ら
れ
る
。 

御
開
帳
の
期
間
は
大
勢
の
参
拝
者
が
各
札

所
を
巡
拝
す
る
。
お
寺
で
は
接
待
が
あ
り
檀

家
の
人
達
が
当
番
制
で
お
茶
や
お
菓
子
、
赤

飯
で
お
も
て
な
し
を
す
る
。
昔
は
、
観
音
堂

が
あ
る
村
落
間
で
お
参
り
に
行
く
習
慣
が
あ

り
交
流
・
親
睦
の
場
だ
っ
た
。 

巡
拝
者
は
、
ご
本
尊
様
を
慶
讃
す
る
意
味

と
接
待
者
へ
の
お
礼
の
意
味
で
和
讃
・
ご
詠

歌
や
踊
り
な
ど
を
披
露
し
て
賑
わ
っ
た
。
近

年
は
巡
拝
者
の
数
も
少
な
く
な
り
こ
の
風
習

も
次
第
に
薄
れ
つ
つ
あ
る
。 

青
蓮
寺 

観
世
音
菩
薩
御
詠
歌 

「
安
楽
の
世
界
も
こ
こ
に
人
見
山 

 

大
悲
の
ち
か
い
深
き
う
な
ば
ら
」 

青
蓮
寺
二
十
三
番
札
所
に
当
た
る
薬
師
如

来
様
の
御
開
帳
は
通
称
寅
薬
師
と
い
わ
れ
、 

寅
年
（
平
成
二
二
年
）
に
開
催
さ
れ
た
。 

青
蓮
寺 

薬
師
如
来
御
詠
歌 

「
南
無
薬
師
ち
か
ひ
も
ふ
か
き
人
見
浦 

み
の
り
の
船
も
こ
こ
に
こ
そ
あ
れ
」 

        

そ
の
他
、
地
蔵
菩
薩
の
御
開
帳
が
六
〇
年

に
一
回
あ
る
が
住
職
一
代
で
二
度
巡
り
合
う

こ
と
は
少
な
い
。
近
年
、
地
蔵
堂
の
減
少
に

伴
い
仕
来
た
り
や
神
仏
へ
の
帰
依
、
信
仰
心

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
信
仰
・

風
習
は
時
代
が
変
化
す
る
流
れ
の
中
で
風
化

し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
残
念
だ
。 

 
慈
安
堂
（
神
門
） 

四
月 

✜
灌
仏
会
（
カ
ン
ブ
ツ
エ
） 

釈
迦
の
誕
生
を
祝
う
法
会
で
毎
年
八
日
に

行
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
降
誕
会
・
仏
誕
会
と

も
呼
ば
れ
る
。 

釈
迦
が
誕
生
し
た
と
き
、
天
か
ら
竜
が
下

り
て
き
て
、
香
湯
の
中
に
入
浴
さ
せ
た
と
い

う
言
い
伝
え
か
ら
、
各
寺
で
は
花
御
堂
の
中

に
甘
茶
を
入
れ
た
水
盤
を
置
き
、
そ
の
中
に

釈
迦
像
（
誕
生
仏
）
を
安
置
し
て
入
浴
さ
せ

る
。
一
般
的
に
「
花
ま
つ
り
」
の
名
で
親
し

ま
れ
て
い
る
。 

       

神
門
地
区
婦
人
会
の
数
人
が
細
々
と
守
り

続
け
て
来
た
が
平
成
二
六
年
四
月
が
最
後
の

花
祭
り
に
な
っ
た
。
ま
た
、
毎
月
行
わ
れ
る

一
四
日
念
仏
を
始
め
念
仏
講
も
熱
心
に
行
わ

れ
て
来
た
が
、
総
名
さ
ん
の
高
齢
化
に
よ
る

後
継
者
不
足
で
先
行
き
が
懸
念
さ
れ
る
。 

 

坂
田
長
福
寺
で
も
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
行

わ
れ
て
い
た
。 

 

長
福
寺
（
坂
田
） 

一
月 

薬師如来 

仏教法会の本尊（誕生仏） 
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✜
新
春
の
御
祈
祷 

大
晦
日
か
ら
元
旦
、
初
詣
を
済
ま
せ
た
檀

家
や
地
域
の
住
民
は
新
春
の
お
参
り
を
し
て
、

長
福
寺
の
境
内
で
御
汁
粉
の
接
待
を
受
け
る
。 

             

✜
寺
年
頭 

一
月
一
日 

一
〇
時
よ
り
寺
年
頭
が
始
ま
り
御
先
祖
様

に
ご
挨
拶
を
す
る
。 

✜
仁
王
会
（
ニ
ン
ノ
ウ
エ
） 

仁
王
会
は
、
正
月
の
第
二
日
曜
日
に
行
わ

れ
る
。
前
日
か
ら
檀
家
が
集
ま
り
本
堂
に
紅

白
の
幕
を
張
り
舞
台
を
作
る
準
備
に
取
り
か

か
る
。
当
日
は
お
札
（
紅
白
熨
斗
袋
）
が
配

ら
れ
「
御
祈
祷
料
」
ま
た
は
「
お
札
料
」
と

名
前
を
書
い
て
祭
壇
に
供
え
る
。
多
く
の
檀

信
徒
が
集
る
な
か
、
一
二
時
過
ぎ
に
ご
住
職

の
法
話
が
は
じ
ま
り
、
本
堂
で
ご
先
祖
様
の

供
養
と
平
和
祈
願
が
行
わ
れ
る
。 

            

〈
仁
王
会
の
起
源
〉 

斉
明
天
皇
六
年
（
六
六
〇
）
に
始
ま
り
、

奈
良
・
平
安
時
代
に
は
年
中
行
事
化
し
、
宮

中
の
大
極
殿
・
紫
宸
殿(

シ
シ
ン
デ
ン)

・
清

涼
殿
な
ど
で
行
わ
れ
た
。
仁
王
会
は
、
一
年

の
年
の
初
め
に
あ
た
っ
て
日
本
の
国
や
檀
家

の
皆
様
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
々
が
平
和
で
ま

す
ま
す
繁
盛
す
る
よ
う
に
祈
願
す
る
。
天
照

皇
大
神
を
中
心
と
し
て
八
幡
大
菩
薩
・
春
日

大
明
神
を
は
じ
め
諸
々
の
神
々
に
祈
り
を
捧

げ
る
。
お
経
は
錫
杖
経
・
般
若
心
経
・
仁
王

経
ま
た
神
々
の
真
言
。 

錫
杖
経
で
は
、
当
願
衆
生
（
人
々
の
願
う

と
こ
ろ
は
）
と
唱
え
な
が
ら
、
人
々
の
生
活

に
鬼
神
（
悪
い
神
）
や
悪
霊
（
悪
い
霊
魂
）

の
た
た
り
が
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
こ
の
世

を
人
々
が
日
々
生
活
す
る
中
で
悪
い
も
の
に

騙
さ
れ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
心
の
悩
み
で
苦
し

む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
錫
杖
を
ふ
っ
て
祈
る
。 

般
若
心
経
で
は
、
日
常
、
私
た
ち
が
生
活

を
し
て
い
く
中
で
、
沢
山
の
情
報
を
耳
や
目

に
す
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
正
し
く
も
の
の

判
断
が
で
き
、
他
の
人
々
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
、
間
違
っ
た
生
き
方
を
し
な
く
て

す
む
よ
う
に
祈
る
。 

仁
王
経
で
は
、
年
の
初
め
に
あ
た
っ
て
こ

の
一
年
、
太
陽
・
月
・
星
の
巡
り
が
順
調
で

新年の長福寺 

仁王会（平成 25 年 1 月 13 日） 

http://dictionary.goo.ne.jp/leaf/jn2/133095/m0u/
http://dictionary.goo.ne.jp/leaf/jn2/96682/m0u/
http://dictionary.goo.ne.jp/leaf/jn2/123047/m0u/
http://dictionary.goo.ne.jp/leaf/jn2/123047/m0u/
http://dictionary.goo.ne.jp/leaf/jn2/123047/m0u/
http://dictionary.goo.ne.jp/leaf/jn2/123047/m0u/
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正
し
く
季
節
が
め
ぐ
っ
て
、
大
水
・
大
火
事
・

日
照
り
・
噴
火
や
大
地
震
な
ど
の
自
然
の
災

害
が
な
い
よ
う
に
、
戦
争
や
争
い
ご
と
、
そ

の
他
事
故
な
ど
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
祈
る
。 

（
長
福
寺 

諏
訪
好
紹
住
職
記
） 

         

〈
坂
田
長
福
寺
「
仁
王
会
」
の
変
遷
〉 

昭
和
三
〇
年
前
半
ま
で
の
仁
王
会
は
、
住

職
が
檀
家
の
お
伴
で
お
札
（
仁
王
経
）
が
入

っ
た
箱
を
持
ち
、
近
所
の
子
供
た
ち
と
一
緒

に
各
家
を
回
り
新
年
の
法
要
を
し
た
。 

昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
八
幡
製

鐵
の
進
出
で
海
や
田
圃
が
な
く
な
る
な
ど
家

庭
環
境
に
も
変
化
が
生
じ
始
め
た
。
そ
れ
で
、 

一
軒
一
軒
出
掛
け
る
の
は
や
め
て
組
の
班
長 

             

の
家
に
集
ま
り
組
単
位
で
お
こ
な
う
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
方
法
も
社
会
構
造
の
変
化
で

厳
し
く
な
り
昭
和
五
〇
年
後
半
、
檀
信
徒
で

話
し
合
い
正
月
の
第
二
日
曜
日
に
お
寺
で
仁

王
会
を
執
り
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

皆
が
お
寺
に
集
ま
る
よ
い
機
会
な
の
で
、

仁
王
会
が
終
わ
っ
た
あ
と
親
睦
を
兼
ね
て
新

年
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
年
会

は
テ
ー
ブ
ル
に
飲
み
物
・
お
菓
子
・
み
か
ん

が
並
び
、
カ
ラ
オ
ケ
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
證
誠

寺
の
狸
囃
子
、
最
後
は
福
の
神
に
よ
る
「
福
」

を
も
た
ら
す
抽
選
会
な
ど
で
賑
や
か
な
ひ
と

時
を
過
ご
す
。 

四
月 

✜
御
影
供
会 

祖
師
の
命
日
に
御
影
を
掲
げ
て
供
養
す
る

法
会 

(

ホ
ウ
エ)

だ
が
、
こ
こ
数
年
前
か
ら
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
頃
は
八
日
が
御
影

供
で
弘
法
大
師
様
の
御
恩
姿
（
ゴ
オ
ン
シ
）

像
を
出
し
て
法
要
を
し
た
。 

       

御
影
供
と
い
う
よ
り
「
め
い
こ
」
と
い
う

言
葉
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。
弘
法
大
師
の
入

定
を
し
の
ぶ
追
悼
会
は
昔
か
ら
こ
の
地
方
の

各
寺
々
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。 

古
老
の
話
で
は
「
め
い
こ
」
の
当
日
は
お

寺
の
境
内
に
舞
台
が
組
ま
れ
、
素
人
芝
居
や

真言宗祖 弘法大師御恩姿像 

演芸会 

仁王会掛軸 
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お
店
が
出
て
大
変
に
ぎ
や
か
な
楽
し
い
行
事

だ
っ
た
が
、
大
正
・
昭
和
の
不
況
や
戦
火
の

拡
大
で
次
第
に
消
滅
し
て
い
っ
た
。 

 

昭
和
五
九
年
が
弘
法
大
師
の
御
遠
忌
に
当

た
る
の
で
、
真
言
宗
で
は
様
々
な
記
念
行
事

が
計
画
さ
れ
た
。
坂
田
長
福
寺
で
も
こ
の
時

期
を
機
会
に
、
御
影
供
と
厄
除
け
地
蔵
会
を

合
わ
せ
て
復
活
さ
せ
、
五
月
二
七
日
に
開
催

の
予
定
で
あ
る
。 

（
昭
和
五
四
年
三
月
一
八
日
「
坂
田
自
治
会

報
４
号
」
掲
載
） 

八
月 

✜
施
餓
鬼
会
（
セ
ガ
キ
エ
） 

お
盆
の
時
期
は
、
多
く
の
お
寺
で
施
餓
鬼

会
と
呼
ば
れ
る
法
要
を
営
む
。
施
餓
鬼
会
は
、

餓
鬼
道
に
落
ち
て
苦
し
ん
で
い
る
霊
を
救
う

た
め
に
食
べ
物
を
施
し
て
供
養
す
る
法
要
だ

が
、
無
縁
仏(

ム
エ
ン
ボ
ト
ケ)

を
供
養
す
る

法
要
で
も
あ
る
。 

毎
年
一
一
月
に
は
、
年
末
施
餓
鬼
会
と
家

内
安
全
の
護
摩
供
養
も
行
わ
れ
る
。 

✜
塔
婆
（
ト
バ
・
ト
ウ
バ
）
施
餓
鬼
会 

お
墓
に
み
ん
な
で
行
き
、
お
経
を
頂
い
た 

あ
と
に
卒
塔
婆
を
お
墓
の
後
ろ
に
立
て
て
供

養
す
る
。 

  

 

お
寺
さ
ん
に
よ
っ
て
は
お
盆
に
檀
家
を
集

め
て
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
。
卒
塔
婆

や
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
っ
た
ら
、
あ
と
は
通

常
の
お
墓
参
り
と
同
じ
で
お
供
え
物
や
、
お

花
、
お
線
香
を
あ
げ
て
お
参
り
す
る
。 

✜
そ
の
他 

御
開
扉
（
ゴ
カ
イ
チ
ョ
ウ
） 

長
福
寺
で
は
御
開
帳
を
御
開
扉
と
い
う
。

観
音
様
の
本
開
扉
は
丑
年
、
中
開
扉
は
午
年
。

御
開
扉
は
お
寺
ご
と
に
御
本
尊
様
が
違
う
の

で
、
そ
の
御
本
尊
様
の
あ
る
お
寺
に
札
状
が

配
ら
れ
日
程
が
決
め
ら
れ
る
。 

お
寺
の
境
内
や
参
道
に
御
開
扉
の
赤
い
旗

が
立
ち
、
本
堂
に
は
御
本
尊
様
が
お
開
扉
さ

れ
る
。
御
開
扉
は
観
音
様
と
手
を
繋
ぐ
と
い

う
意
味
で
、
回
向
柱
か
ら
正
面
ま
で
は
晒
の

紅
白
の
紐
で
つ
な
が
れ
る
。
本
堂
の
中
は
、

玄
関
か
ら
仏
様
の
手
ま
で
五
色
の
糸
で
結
ば

れ
、
回
向
柱
か
ら
本
堂
ま
で
繋
が
っ
て
い
る 

             

白
い
布
を
お
手
綱
と
い
う
。
お
手
綱
に
触
る

こ
と
で
仏
様
と
繋
が
り
仏
様
と
手
を
結
ぶ
事

が
で
き
る
。 

御
開
扉
の
期
間
は
各
寺
の
ご
住
職
を
先
達

に
近
隣
か
ら
大
勢
の
人
達
が
お
参
り
に
く
る
。

観
音
様
の
時
は
観
音
経
を
唱
え
る
が
、
現
在

は
「
般
若
心
経
」
を
唱
え
て
い
る
。
お
寺
で

は
接
待
が
あ
り
、
檀
家
の
人
達
が
当
番
制
で

お
茶
や
お
菓
子
で
お
も
て
な
し
す
る
。 

 

観音菩薩の御開扉 



131 
 

第
三
節 

地
域
行
事 

 
昔
か
ら
地
域
で
継
承
さ
れ
て
き
た
風
習
・

行
事
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
社
会
環
境
の

変
化
で
今
後
途
絶
え
て
し
ま
い
そ
う
な
も
の

が
あ
り
危
惧
さ
れ
て
い
る
。 

新
た
に
住
民
と
な
っ
た
人
達
に
は
見
聞
す

る
機
会
が
少
な
い
が
、
現
在
も
周
西
の
ど
こ

か
で
行
わ
れ
て
い
る
風
習
行
事
を
記
録
す
る
。 

 

二
月 

✜
し
め
縄
張
り 

無
病
息
災
を
願
う
旧
正
月
に
行
わ
れ
る
民

俗
行
事
で
ド
ン
ド
焼
き
と
同
じ
趣
旨
が
あ
る
。 

 

坂
田
で
は
節
分
が
過
ぎ
た
吉
日
、
組
単
位

で
村
境
や
道
路
脇
（
※

五
ヵ
所
）
に
張
り
、
終

わ
る
と
自
前
料
理
で
御
神
酒
を
捧
げ
新
年
の

幸
せ
を
祈
っ
た
。
村
境
に
シ
メ
を
張
る
こ
と

に
よ
り
、
自
分
達
の
住
む
場
所
に
一
歩
た
り

と
も
悪
魔
や
悪
疫
が
忍
び
こ
ま
な
い
よ
う
に

と
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
た
行
事
で
、
こ
の
風

習
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

※

場
所
詳
細
図
：
本
章
139
頁
参
照 

       

  

ま
た
、
宮
崎
宮
司
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
節
分
を
過
ぎ
れ

ば
暦
の
上
で
立
春
。
草
木
が
萌
え
、
虫
も
地

か
ら
這
い
出
て
森
羅
万
象
盛
々
発
展
の
意
気

が
盛
ん
に
な
る
季
節
で
あ
り
、
春
を
待
つ
心
、

自
然
の
恵
み
を
尊
ぶ
心
、
感
謝
す
る
心
、
そ

し
て
地
域
社
会
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
祈

る
年
越
し
の
ま
つ
り
の
意
味
合
い
も
あ
る
そ

う
だ
。 

✜
し
め
縄
張
り 

人
見
は
村
境
に
三
ヵ
所
あ
っ
た
。
大
和
田

地
区
に
も
同
様
な
風
習
が
残
っ
て
い
た
よ
う

だ
が
、
近
年
の
急
激
な
都
市
化
の
波
と
高
齢

化
で
記
憶
が
定
か
で
な
く
わ
か
ら
な
い
。 

✜
春
の
百
万 

各
家
庭
で
は
厄
病
除
け
、
悪
魔
よ
け
、
悪

病
除
け
と
し
て
注
連
縄
を
張
り
、
地
区
の
共

同
祈
願
と
し
て
行
わ
れ
る
。
人
見
は
毎
年
二

月
一
五
日
に
人
見
青
年
館
で
、
神
門
は
毎
年

三
月
一
五
日
（
旧
暦
二
月
一
五
日
）
厄
神
様

前
の
広
場
で
行
わ
れ
た
。 

ご
婦
人
や
子
供
た
ち
が
注
連
縄
、
ま
た
は

注
連
を
作
る
〆
藁
（
シ
メ
ワ
ラ
）
を
持
っ
て

広
場
に
集
ま
る
。
持
参
し
た
〆
藁
に
は
椿
や

庭
桜
な
ど
を
目
印
に
つ
け
て
い
た
。
参
加
者 

            

人見の百万 （地区の厄除祈願） 

 

中野境 

寺家坂地先 
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は
そ
の
注
連
縄
の
山
の
周
り
に
ム
シ
ロ
を
敷

い
て
車
座
に
な
っ
て
座
る
。 

最
長
老
の
「
そ
う
み
ょ
う
」
様
が
お
神
酒

を
注
連
縄
に
掛
け
た
あ
と
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
唱
え
る
と
、
他
の
人
た
ち
が
続
い
て
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
和
し
な
が
ら
、
お
数
珠

を
天
道
回
り
（
時
計
方
向
）
に
二
二
回
ま
わ

す
。
そ
の
根
拠
は
、
人
見
神
社
の
祭
礼
で
あ

る
二
二
日
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。 

光
明
真
言
を
百
万
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

祖
霊
を
供
養
し
、
ま
た
自
ら
の
死
後
の
成
仏

を
願
う
仏
教
色
豊
か
な
庶
民
信
仰
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
四
〇
年
代
で
終
わ
っ
た
。 

✜
注
連
な
い 

一
五
日
、
人
見
地
区
で
は
各
家
単
位
に
市

道
か
ら
自
分
の
家
に
入
る
路
に
シ
メ
縄
を
張

り
渡
す
。 

こ
れ
は
正
月
や
祭
礼
の
時
だ
け
で
は
な
く

一
年
間
張
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
し
め
張
り
は

地
区
の
共
同
祈
願
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
地
区
内
や
各
家
の
厄
除
け
や
悪
病
除

け
と
し
て
お
呪
い
す
る
も
の
で
現
在
、
注
連

を
張
る
家
は
数
軒
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

          
 

七
月 

✜
七
夕
祭
り 

         

七
日
頃
、
坂
田
商
店
会
で
七
夕
祭
り
が
催

さ
れ
る
。
駅
前
広
場
や
夕
焼
け
通
り
に
願
い

事
を
書
い
た
短
冊
な
ど
が
つ
い
た
笹
竹
が
飾

り
つ
け
ら
れ
、
駅
前
公
園
で
歌
や
踊
り
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
。 

 

八
月 

✜
灯
籠
流
し 

い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が 

二
四
日
に
実
施
し
て
い
た
よ
う
だ
。 

平
成
二
四
年
に
復
活
し
、
小
糸
川
下
流
域

の
人
見
橋
付
近
で
行
わ
れ
て
い
る
。 

           

灯籠流し （小糸川下流） 

門柱に張った注連縄 
七夕祭り（坂田商店会） 
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第
四
節 

家
庭
行
事 

 
昔
か
ら
各
家
庭
で
継
承
さ
れ
て
き
た
風

習
・
行
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
社
会

環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
で
、
先
人
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
風
習
や
行

事
な
ど
が
現
代
の
文
化
的
な
合
理
性
の
中
に

埋
没
し
つ
つ
あ
る
。
残
さ
れ
た
情
報
を
収

集
・
記
録
し
後
世
に
伝
承
す
る
。 

 

一
月 

✜
年
男 

正
月
三
ヶ
日
は
、
家
長
や
長
男
が
食
事
を

作
る
。 

✜
門
松 

門
松
は
年
の
初
め
に
あ
た
り
、
年
神
様
を

お
ま
つ
り
す
る
た
め
の
も
の
で
内
飾
り
が
本 

来
の
姿
。
そ
れ
が
時
代
と
と
も
に
門
や
玄
関 

     

に
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

✜
お
飾
り 

一
二
筋
垂
ら
す
お
飾
り
は
新
藁
を
す
ぐ
っ

て
作
り
、
御
幣
・
橙
・
裏
白
や
ゆ
ず
り
葉
を

付
け
て
年
神
様
と
玄
関
の
二
か
所
に
飾
る
。 

一
夜
飾
り
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
、
二
八

日
ま
た
は
三
〇
日
に
作
っ
て
飾
る
。
台
所
に

は
か
ま
ど
の
神
様
（
荒
神
様
）
。
井
戸
に
は
井

戸
神
様
を
祀
る
。 

        ✜
年
神
様 

年
神
様
は
元
日
に
来
る
神
様
で
、
そ
の
年 

の
守
り
神
様
を
い
う
。
今
年
一
年
無
事
に
過 

ご
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
祈
願
す
る
。 

お
供
え
物
は
、
鮭
・
鰹
節
・
昆
布
・
す
る

め
・
麻
・
鯛
・
干
し
柿
な
ど
。
年
神
様
の
祭 

            

壇
を
年
神
棚
と
い
い
、
一
般
に
大
神
宮
が
南

向
き
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
東
向

き
が
多
い
。
こ
の
年
神
棚
は
男
衆
が
作
り
二

か
所
に
松
飾
り
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。 

神
宮
か
ら
配
布
さ
れ
た
年
神
様
を
「
あ
き

の
方
」
（
新
年
の
恵
方
）
に
飾
る
。 

     

年神様のお供え物 
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✜
蔵
開
き 

一
一
日
注
連
縄
を
張
り
お
餅
を
供
え
る

（
人
見
）
。
蔵
を
開
き
お
膳
に
御
神
酒
と
お

餅
を
上
げ
御
燈
明
を
灯
す
（
坂
田
）
。 

✜
お
飾
り
納
め 

 

 

お
飾
り
は
一

五
日
に
納
め
、

庭
の
き
れ
い
な

場
所
で
燃
や
し

た
。
ま
た
、
節

分
に
燃
や
し
た

灰
は
家
の
回
り 

に
撒
い
て
無
病
息
災
を
願
う
。
坂
田
で
は
「
納

め
の
朔
日
」
と
い
い
、
二
月
一
日
に
行
わ
れ

て
い
た
。 

✜
送
り
恵
比
寿 

恵
比
寿
様
に
一
年
の
無
事
を
感
謝
し
五
穀

豊
穣
・
大
漁
、
あ
る
い
は
商
売
繁
盛
を
祈
願

す
る
。 

一
月
恵
比
寿
は
送
り
え
び
す
と
い
う
。
こ

れ
か
ら
働
い
て
い
た
だ
く
た
め
に
ご
飯
、
ご

馳
走
は
少
な
め
に
し
、
一
升
枡
の
中
に
お
財

布
な
ど
を
入
れ
て
お
供
え
す
る
。 

             

二
月 

✜
節
分 

立
春
の
前
日
の
夜
を
年
越
し
と
言
っ
た
。

各
家
庭
で
は
門
戸
に
ヒ
イ
ラ
ギ
の
枝
に
イ
ワ

シ
を
つ
け
た
も
の
を
さ
し
、
夕
方
に
は
豆
ま

き
を
行
う
。
豆
は
神
棚
、
お
稲
荷
様
、
井
戸

な
ど
に
撒
い
て
清
め
る
（
人
見
）
。 

坂
田
で
は
、
昔
は
節
分
を
し
た
後
で
正
月

飾
り
や
門
松
を
集
め
て
田
圃
で
ど
ん
ど
焼 

き
を
し
た
。 

        

✜
初
午
（
ハ
ツ
ウ
マ
） 

 

立
春
後
の
最
初
の
午
の 

日
を
初
午
と
い
い
お
稲
荷 

様
の
祭
日
と
さ
れ
る
。 

人
見
で
は
、
豊
作
を
祈 

る
意
味
で
茶
の
子
飯
と
言 

っ
て
、
う
る
ち
米
に
サ
サ 

ギ
を
混
ぜ
て
炊
い
た
ご
飯 

と
油
揚
げ
を
お
稲
荷
様
に 

供
え
る
。 

小
麦
粉
を
練
り
、
だ
ん 

ご
を
片
方
だ
け
細
長
く
し 

た
オ
シ
ト
ゲ
を
一
二
個
作 

り
ア
サ
リ
貝
と
一
緒
に
お
稲
荷
様
に
上
げ
る
。 

✜
山
神
様 

 

えびす講のご膳 

お炊きあげ 

節分 ヒイラギ 
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二
月
七
日
と
一
一
月
七
日
は
山
の
神
様
の

日
と
い
わ
れ
る
。
お
赤
飯
や
酒
な
ど
を
お
供

え
し
て
山
仕
事
の
安
全
を
祈
願
し
た
。 

       

こ
の
日
、
山
に
入
る
と
怪
我
を
す
る
の
で

仕
事
は
休
ん
だ
。
〝
山
神
講
の
日
に
は
木
を

切
る
も
の
で
は
な
い
〟
と
い
っ
て
、
大
神
宮

様
に
お
神
酒
・
赤
飯
・
豆
腐
を
供
え
て
内
祝

い
を
す
る
。
米
、
赤
飯
は
茅
の
軸
で
食
べ
た
。 

ま
た
、
こ
の
日
は
山
の
神
が
樹
木
の
数
を

数
え
る
日
な
の
で
過
っ
て
山
に
入
る
と
災
難

が
降
り
か
か
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

三
月 

 

✜
ひ
な
祭
り 

 

桃
の
節
句
と
も
言
わ
れ
女
の
子
の
節
句
。

初
節
句
に
は
母
方
の
実
家
か
ら
雛
人
形
が
届 

け
ら
れ
る
。 

             

前
日
に
餅
を
つ
き
、
紅
白
の
菱
餅
や
草
餅

を
作
り
、
白
酒
、
ハ
マ
グ
リ
の
吸
い
物
や
お

寿
司
な
ど
と
一
緒
に
お
雛
様
に
供
え
た
。 

お
雛
様
は
、
早
め
に
飾
り
、
早
く
仕
舞
わ

な
い
と
婚
期
が
遅
れ
る
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
。 

✜
春
の
彼
岸 

春
分
の
日
を
は
さ
ん
で
前
後
三
日
の
七
日

間
を
春
の
彼
岸
と
い
う
。
各
家
庭
で
は
お
彼

岸
に
入
る
二
～
三
日
前
に
お
墓
の
掃
除
を
し

て
お
墓
参
り
を
す
る
。 

四
月 

 
 

✜
代
掻
き 

田
圃
に
水
を
張
り
土
を
細
か
く
砕
い
て
か

き
な
ら
し
、
平
ら
に
す
る
田
植
え
前
の
作
業

だ
が
、
田
圃
が
減
り
周
西
で
は
人
見
五
丁
目

で
し
か
見
ら
れ
な
い
風
景
に
な
っ
た
。 

 

           

✜
田
植
え 

四
月
上
旬
頃
か
ら
「
種
も
み
」
の
準
備
に

入
り
、
中
旬
に
種
苗
箱
に
肥
料
を
加
え
た
土

を
入
れ
「
種
ま
き
」
の
準
備
を
す
る
。 

代掻き 
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育
苗
箱
に
蒔
い
た
種
も
み
を
ハ
ウ
ス
で
育

て
る
。
種
も
み
か
ら
芽
や
根
が
出
て
一
〇
ｃｍ

位
に
育
っ
た
ら
苗
を
田
圃
に
植
え
る
の
が
一

般
的
で
、
当
地
方
で
は
四
月
上
旬
頃
か
ら
田

植
え
が
は
じ
ま
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

五
月 

 

✜
端
午
の
節
句 

 

五
日
は
、
男
の
子
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

祈
願
す
る
た
め
鯉
幟
や
武
者
人
形
を
飾
り
、

か
し
わ
餅
な
ど
を
食
べ
て
お
祝
い
す
る
。 

菖
蒲
は
「
邪
気 

を
払
う
」
意
味
で 

用
い
ら
れ
る
こ
と 

か
ら
、
菖
蒲
の
葉 

と
ヨ
モ
ギ
を
母
屋 

の
庇
に
投
げ
上
げ 

邪
気
払
い
を
す
る
。 

ま
た
、
菖
蒲
湯 

に
入
る
と
一
年
間
、 

息
災
で
風
邪
を
ひ
き
に
く
い
と
い
う
風
習
が

あ
る
。 

            

七
月 

✜
井
戸
掃
除 

大
正
期
か
ら
昭
和 

三
三
年
頃
ま
で
、
七 

夕
の
頃
に
な
る
と
年 

に
一
度
の
井
戸
掃
除 

を
し
て
い
た
。 

井
戸
が
あ
る
旧
家 

の
多
く
は
現
在
で
も 

庭
の
水
ま
き
な
ど
に
使
っ
て
い
る
。 

八
月 

✜
高
灯
籠
（
タ
カ
ト
ウ
ロ
ウ
）
立
て 

新
盆
の
家
で
は
一
日
に
親
戚
が
集
ま
り
、

庭
に
高
灯
籠
を
立
て
て
く
れ
る
。
灯
籠
は
仏

様
が
見
や
す
い
よ
う
に
門
の
近
く
に
立
て
ら

れ
た
。
灯
籠
が
立
て
ら
れ
た
あ
と
は
、
組
の

人
を
も
て
な
す
の
が
新
盆
の
家
の
務
め
と
な

っ
て
い
る
。 

こ
の
灯
籠
は
仏
様
が
お
灯
明
を
頼
り
に
来

ら
れ
る
よ
う
一
日
か
ら
火
が
灯
さ
れ
、
三
一

日
ま
で
毎
夜
灯
か
り
を
つ
け
建
て
て
お
く
。

現
在
も
時
々
見
か
け
る
が
次
第
に
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。 

こいのぼり （周西幼稚園）  

田植え風景 (平成 25 年頃) 

 

井戸掃除 
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 ✜
「
ボ
ン
ミ
チ
ナ
ギ
」
と
「
盆
供
（
ボ
ン
ク
）
」 

 

盆
道
つ
く
り
の
伝
承
は
全
国
各
地
に
あ
り

｢

道
な
ぎ｣

「
墓
な
ぎ
」
と
い
う
呼
び
名
が
残

っ
て
い
る
。
当
地
で
言
い
習
わ
さ
れ
て
い
る

「
ボ
ン
ミ
チ
ナ
ギ
」
は
こ
れ
に
よ
る
も
の
だ
。 

七
日
、
共
同
墓
地
の
あ
る
地
区
で
は
、
参

道
と
墓
地
の
掃
除
を
地
区
総
出
で
行
い
、
き

れ
い
に
掃
除
し
た
あ
と
、
全
部
の
墓
石
の
前

に
竹
の
筒
（
ポ
ー
ポ
）
を
さ
し
、
香
の
花
（
し

き
み
）
を
あ
げ
た
が
、
現
在
で
は
社
会
環
境

の
変
化
や
地
域
性
な
ど
か
ら
個
人
で
行
な
う

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。 

一
〇
日
は
、
寺
の
檀
家
が
お
寺
に
米
な
ど

を
も
っ
て
い
く
盆
供
と
い
う
習
慣
が
あ
る
が
、

日
に
ち
は
地
区
に
よ
っ
て
異
な
る
。 

✜
盆
棚
づ
く
り 

一
三
日
の
午
前
中
、
家
の
主
人
が
仏
壇
と

は
別
に
祖
霊
を
迎
え
て
祀
る
た
め
の
特
別
な

棚
を
作
る
。「
棚
を
吊
る
」
と
も
い
う
（
新
盆

の
家
で
は
一
二
日
）
。 

棚
の
上
段
は
ご
先
祖
様
、
下
段
は
無
縁
仏 

            

様
と
な
っ
て
い
る
。
仏
壇
の
前
に
女
竹
（
メ

ダ
ケ
）
を
二
本
（
三
ｍ
位
）
立
て
て
簡
単
な

台
を
作
り
、
野
菜
や
果
物
な
ど
を
供
え
る
。

仏
様
が
帰
っ
て
き
て
仏
壇
に
の
ぼ
る
た
め
に

「
オ
ガ
ラ
」
で
は
し
ご
を
作
っ
て
か
け
て
お

く
風
習
が
あ
っ
た
。 

ま
た
、
キ
ュ
ウ
リ
で
馬
、
ナ
ス
で
牛
を
作

り
、
尻
尾
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
毛
を
使
い
、

足
は
「
オ
ガ
ラ
」
を
切
り
刺
し
て
作
る
。 

            

✜
迎
え
火 

盆
棚
が
出
来
た
ら
タ
ラ
イ
に
水
を
汲
み
、

帰る時はゆっくり 

帰るように 

ナスの牛 

来る時はできるだけ

早く来られるように、 

キュウリの馬 

現代風「高灯籠」 （平成 26 年） 

盆棚 
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家
族
全
員
で
迎
え
火
を
焚
い
て
、
ご
先
祖
様

の
霊
を
迎
え
る
（
新
盆
の
家
は
一
二
日
）
。 

✜
お
花
買
い
会
（
エ
）  

一
四
日
の
夜
、
お
に
ぎ
り
に
「
オ
ガ
ラ
」

の
箸
を
さ
し
て
仏
様
に
あ
げ
る
。 

一
五
日
の
未
明
に
、
仏
様
が
天
竺
に
お
花

を
買
い
に
行
く
習
わ
し
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

仏
前
に
お
金
を
上
げ
て
玄
関
を
開
け
る
。
夕

方
に
は
戻
る
の
で
玄
関
前
に
タ
ラ
イ
に
水
を

汲
み
足
を
濯
（
ユ
ス
）
ぐ
用
意
を
す
る
。 

          ✜
送
り
火 

 

一
六
日
夕
方
、
送
り
火
を
焚
い
て
仏
様
を

送
る
。
送
り
火
に
は
オ
ガ
ラ
、
紅
花
を
使
っ 

 

    

 

て
い
た
。 

✜
刈
入
れ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
月
終
わ

り
か
ら
九
月

に
か
け
て
稲

刈
が
始
ま
る
。 

稲
刈
り
は
、 

鎌
で
刈
り
取 

る
の
が
一
般 

的
な
方
法
だ 

っ
た
が
、
農 

器
具
の
発
達 

で
機
械
化
が 

進
み
、
昔
と 

比
べ
て
農
作
業
が
随
分
楽
に
な
っ
た
。
刈

り
と
っ
た
稲
の
小
束
は
オ
ダ
カ
ケ
に
し
天

日
干
し
す
る
。 

九
月 

✜
お
稲
荷
様 

二
〇
日
頃
に
行
わ 

れ
る
「
さ
か
だ
の
祭 

り
」
の
時
、
神
社
よ 

り
幣
束
を
い
た
だ
き 

お
稲
荷
様
に
納
め
る
。 

さ
か
だ
祭
礼
の
日
の 

早
朝
、
ゆ
ず
り
葉
を 

敷
い
た
上
に
赤
飯
と 

甘
酒
の
も
と
を
載
せ 

て
お
稲
荷
様
に
お
供 

え
す
る
。 

✜
お
月
見 

 

十
五
夜
の
月
見
は
一
五
日
（
旧
暦
、
八
月

一
五
日
）
の
夜
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
日
、
月

の
出
を
待
つ
縁
側
に
ス
ス
キ
を
飾
り
、
月
見

団
子
・
サ
ト
イ
モ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
栗
・
柿

な
ど
を
お
月
さ
ま
に
お
供
え
す
る
。 

人
見
の
旧
家
で
は
、
十
五
夜
は
し
な
い
で

十
八
夜
（
ジ
ュ
ウ
ハ
ッ
チ
ヤ
）
に
お
月
見
を

す
る
。
お
供
え
は
十
五
夜
と
同
じ
だ
が
、
お

米
を
載
せ
た
お
盆
を
頭
に
掲
げ
、
家
族
一
同

仏様のお弁当 

 

お稲荷様のお供え物 
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並
ん
で
月
を
眺
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

注
：
旧
暦
の
八
月
一
五
日
は
、
毎
年
九
月

中
旬
～
一
〇
月
上
旬
に
当
た
る
。 

✜
秋
の
お
彼
岸 

 

秋
分
の
日
を
は
さ
ん
で
前
後
三
日
の
七
日

間
を
秋
の
彼
岸
と
い
う
。
寺
参
り
・
墓
参
り

な
ど
し
て
先
祖
供
養
を
す
る
。 

一
二
月 

✜
冬
至 

昔
か
ら
ゆ
ず
湯
に
入
り
カ
ボ
チ
ャ
を
食
べ

る
風
習
が
あ
る
。 

✜
星
祭
り 

毎
年
、
天
空
の
星
神
を
祀
っ
て
人
々
の
災

い
を
払
い
幸
福
を
招
く
よ
う
祈
願
す
る
行
事

で
、
冬
至
の
日
に
神
様
に
参
拝
し
て
ゆ
ず
を

供
え
る
。 

坂
田
字
原
で
は
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
星
供

の
宿
を
実
施
し
て
い
た
。
み
か
ん
と
餅
を
宿

に
持
ち
寄
り
焼
い
て
食
べ
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

こ
の
み
か
ん
は
小
さ
く
て
種
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
「
腹
た
ち
み
か
ん
」
と
呼
ん
で
い
た

そ
う
だ
。 

近
年
、
星
供
（
ホ
シ
ク
）
の
行
事
を
詳
し

く
理
解
し
て
い
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と

で
、
宿
は
次
第
に
集
ま
り
の
場
に
変
わ
っ
た
。

こ
の
風
習
も
や
が
て
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
。 

✜
迎
え
恵
比
寿 

外
働
き
し
て
い 

た
時
代
の
名
残
だ 

ろ
う
か
。
一
月
を 

「
送
り
恵
比
寿
」 

と
い
う
の
に
対
し 

て
、
一
二
月
は 

「
迎
え
恵
比
寿
」
と
も
い
わ
れ
る
。 

一
年
間
の
外
働
き
に
〝
御
苦
労
さ
ま
で
し

た
〟
と
い
う
感
謝
を
こ
め
て
ご
飯
・
お
煮
し

め
を
多
く
盛
り
、
お
金
も
た
く
さ
ん
お
供
え

し
迎
え
た
。 

三
地
区
と
も
一
一
月
二
〇
日
だ
が
、
一
二

月
二
〇
日
に
行
う
家
も
あ
る
。 

✜
大
晦
日 

一
二
月
三
一
日 

 

年
の
瀬
の
仕
事
を
終
え
、
新
年
を
迎
え
る

準
備
が
整
う
と
家
族
揃
っ
て
年
越
し
そ
ば
を

食
べ
る
。 

 

✍
旧
地
名
・
班
別
注
連
縄
張
り
簡
易
図 

 

疫
病
や
災
い
侵
入
防
止
の
目
的
で
町
内
の 

境
に
注
連
縄
を
張
る
行
事
が
あ
っ
た
。 

本
名
輪
・
中
組
（
一
～
三
班
）
は
畑
沢
境
・

二
津
田
、
原
組
（
四
～
六
班
）
は
高
坂
境
、

五
龍
組
（
七
、
八
班
）
は
中
野
境
、
志
毛
組

（
九
～
一
一
班
）
は
大
和
田
境
を
担
当
し
た
。 

                

恵比寿様 

本名輪組 
・中組 

原組 

五龍組 

志毛組 

畑沢境 

高坂境 

大和田境 

中野境 

ニ津田 



                       

                       

                       

人見神社例大祭 

神輿：人見 鉾：大和田 

昭和 50 年頃 

坂田八幡神社 

境内整備竣工祝賀射会 

昭和 60 年代 


